
ISO/IEC Directives Part1及びISO補足指針
2023年の改訂ポイント

2023年7月18日報告会後改訂版

一般財団法人日本規格協会

ISO/IEC JDMTメンバー・ISO/DMTメンバー

濱岡里鶴

※変更内容：
スライド１８のタイトルを変更
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ISO/IEC Directives, Part 1 と ISO Supplement

誰が（組織）何をするか（手順）が書いてある

組織→手順の順番で理解すると無理がない

何をしなければならないか
何をするのが望ましいか
何をしてもよいか

国際標準化業務で
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JDMT・DMT

Directivesは
JDMT・DMTという
TMBの直下の国際チームで
維持管理（改訂）を行う

Part 1, Supplementは毎年改定
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Directives入手方法
“ISO Directives”で検索するとトップに表示

https://www.iso.org/resources/publicly-available-resources.html?t=712usHn2eATZXjtj0c3FIJ16gvWZXP-
_fykOV8H1WAolmA84oAGBwILzOVFUEc46&view=documents#section-isodocuments-top

2023年版のDP1が直接Downloadできるリンク：
https://www.iso.org/home.isoDocumentsDownload.do?t=05_kc9ujWR4hPohpeglziAKox8Sc37a7tEhYHLPKhAiaeJReQIS4qm4
8DOYQvmAX&CSRFTOKEN=WSY8-VXQN-LH6P-VE6T-MJPY-G9GA-9CVS-BXO0
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CSのサポート文書（FAQや解釈）

• https://www.iso.org/resources/publicly-available-
resources.html?t=WUVrVhPZuNUWOMg3vDDEMtSXlnpXmCcf-uCF7yTBb5m5S1dluyxJSlZF-
YqCt88D&view=documents#section-isodocuments-top
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画像出典https://www.iso.org/resources/publicly-available-resources.html?t=WUVrVhPZuNUWOMg3vDDEMtSXlnpXmCcf-uCF7yTBb5m5S1dluyxJSlZF-YqCt88D&view=documents#section-isodocuments-top

画像出典 [SOURCE1]
ISO中央事務局による
2023年版変更点紹介パワーポイント

画像出典 [SOURCE2]
中央事務局の
説明会のQ&A
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スライドの見方
1. 2023年版での変更部分を赤で記載

2. ［1-2.5］［S-2.3.1］などは
［Directivesの種類 - 箇条番号］の意味
※1はISO/IEC共通部分
※SはISOのSupplement

3.昨年2022の変更点は紫
参考：口頭DP1(ディーピーワン）＝ Directives Part 1
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1. 映写資料：ISO発行の変更説明パワーポイントを
a. トピックインデックスとして使用（但し順序変更・グループ化）
b. 情報整理（表・図示）

2. 話す内容
a. 変更点
b. 変更の性質
c. 注意点

説明方法

緑のスライドがそのトピックの開始を示す

ISOが説明会を開催済。資料発行済。補強する。
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説明の順番と時間配分

Pメンバー（2変更) 6分

WG（6変更) 9分

委員会マネジャー（4変更) 10分

Joint Working Group（3変更) 5分

最初の５分プラスアルファ情報を余談的に

質疑応答
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ざっくり言うと…
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組織 構成員
下線付はリーダー

専門委員会
(Technical Committee)

Ch: 議長 (Chair)
CM: (Committee Manager )
P: Pメンバー (P-member)
O: Oメンバー (O-member)
L:  リエゾンメンバー(Liaison
member)

分科委員会
(Subcommittee)

作業グループ
(Working Group)

Cv: コンビーナ(Convenor)
PL:プロジェクトリーダー

(Project Leader)
E:  エキスパート(Expert)
+(WG secretary)

プロジェクト（Project)

四角は
国代表者
の集まり

リーダーと
リエゾン除く

丸は
専門家の
集まり
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主に影響を受けるのは？

□議長

□ CM（委員会マネジャー）

□ WG Convenor
□ Project Leader
☑ Pメンバ国内委員会の事務局

ISO中央事務局による2023年版変更点紹介パワーポイント画像

変更の性質
☑厳格化
☑周知調整要Pメンバー義務明確化と変更

画像出典 [SOURCE1]
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［1-1.7.4］ Pメンバーが
投票や作業参加の義務を怠った場合

a. TC/SC会議（対面、仮想、通信）で２回連続して貢献せず、
かつどのプロジェクトにもエキスパートを指名しなかった

b. 提案・照会・承認段階投票・定期見直し投票
に投票しなかった （注：棄権票は投票したこととなる）

警告して→４週間後も改善されなければ

• 自動的にPメンバーからOメンバーに降格
• 12か月後に復帰可能

［従来の1-1.7.5の記述は2023年版では削除されている］

怠け者認定基準

昨年まで：「暦年の間に、…無投票が20％を超える（少なくとも2つ以上の投票に無回答）」
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投票終了後に無投票だったPメンバーには

• 投票をしなかったことを警告

• 4週間以内にvotes@iso.orgに「”excuse”弁明」を送るよう
警告

• 何の弁明もなければ、そのメンバーはOメンバーに降格

ISO/CS 「罰するのが目的ではなく&セーフティーネットがあります」

「厳しすぎる」と
いう声に対し

画像出典 [SOURCE2]2023-05-10_Webinar on DP1_Q&A_V.2
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投票終了後に無投票だったPメンバーには

• 投票をしなかったことを警告

• 4週間以内にvotes@iso.orgに「”excuse”弁明」を送るよう
警告

• 何の弁明もなければ、そのメンバーはOメンバーに降格

ISO/CS 「罰するのが目的ではなく&セーフティーネットがあります」

「厳しすぎる」と
いう声に対し

画像出典 [SOURCE2]2023-05-10_Webinar on DP1_Q&A_V.2
15

© 2023 JSA



Ｏメンバーに降格された場合
そのメンバーからの（JISCが降格されたらJISCの）
• WGエキスパートは、WGから解任される
• 種々のリーダー役職からも、解任される

画像出典 [SOURCE2]2023-05-10_Webinar on DP1_Q&A_V.2
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主に影響を受けるのは？

□議長

□ CM（委員会マネジャー）

□ WG Convenor
□ Project Leader
☑ Pメンバ国内委員会の事務局

ISO中央事務局による2023年版変更点紹介パワーポイント画像

変更の性質
☑明確化
☑厳格化

CDコメント中も公式議論と文書配布不可

画像出典 [SOURCE1]
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Foreword f) 投票の原則

•文書が投票中（又は，CD段階のコメント中）の場合，
会議での正式な議論又は正式な委員会配付ルート
での国家ポジションの配付は禁じられている

※DP1のForewordには
戦略活用しやすい・把握すべき
原則的ルールが記載されています！
他の項目もご自身でご確認ください

Foreword
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主に影響を受けるのは？

□議長

☑ CM（委員会マネジャー）

☑ WG Convenor
☑ Project Leader
□ Pメンバ国内委員会の事務局

ISO中央事務局による2023年版変更点紹介パワーポイント画像

変更の性質
☑明確化

“Working groups may establish subgroups.”
WGにSubgroup設置をしてよい 中身は自由

画像出典 [SOURCE1]
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©JSA 2021

SCTC
又は

WG

project

project

task
project

project

project
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SCTC
又は

WG

project

project

task
sub
group

project

sub
group
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中央事務局による解釈
sub
group

1. Subgroupのルールは細かく規定しない（目
的・組織・業務・リーダーの有無など）

2. 既に存在する慣習を明文化しただけ

3. 設置に委員会決議不要

4. SubgroupはWGに報告する

5. Subgroupに番号もつけてよい

6. Global Directory上にはSubgroupという
第4階層フォルダは設置されない（左参照）

7. Subgroupの活動はWGメンバー把握可能

第１階層
TC

第2階層
SC

第3階層
WG

https://sd.iso.org/documents/ui/#!/browse/iso/iso-tc-268/iso-tc-268-sc-1

[SOURCE2]
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ここからWGの役職 についての
変更点の説明が
３つ続きます
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主に影響を受けるのは？

□議長

☑ CM（委員会マネジャー）

☑ WG Convenor
□ Project Leader
□ Pメンバ国内委員会の事務局

ISO中央事務局による2023年版変更点紹介パワーポイント画像

変更の性質
☑明確化
☑厳格化WGコンビーナもやっぱり国際中立

画像出典 [SOURCE1]
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コンビーナ（Convenor）［1-1.12.1］

• WGの統括責任者

• WGに1名（TwinningやJWGはco-convenorの可能性有）

• WG設置時に委員会が任命（変更する時の責任も委員会に）

• 任命は、その会員団体により確認されなければ
ならない（AppointmentのFormに確認欄あり）

• 任期は１期が３年以内（再任回数制限はない）

• TC/SC/PCに対しWGの活動状況を報告

• 純粋に国際的中立な立場で行動しなければならない
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主に影響を受けるのは？

□議長

☑ CM（委員会マネジャー）

□ WG Convenor
☑ Project Leader
☑ Pメンバ国内委員会の事務局

ISO中央事務局による2023年版変更点紹介パワーポイント画像

変更の性質
☑明確化

プロジェクトリーダーの
途中交代はすみやかに

画像出典 [SOURCE1]
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プロジェクトリーダー（Project Leader)という役職
［1-2.1.8,1-附C4.12.2］

プロジェクトの責任者

通常、そのプロジェクトに関連するWGの会議を
招集して議論をリードする

規格の新規提案（NP）で
提案者が指名しなければならない

指名を考慮して任命される
（上記指名受者・WGコンビーナ・エキスパート・国際幹事が候補）

※とは言えNP提案者の指名がそのまま通る場合がほとんど
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プロジェクトリーダー（Project Leader)任務

国家的立場から離れて国際的中立な立場で業務遂行

プロジェクト終了まで適宜相談を受け、終了後解任

 “secretary”から支援を受けてよい

活動中のプロジェクトのプロジェクトリーダーの交代は
可能な限り速やかに委員会によって承認されなければ
ならない（※CS説明：CIB投票４週間以上）

[SOURCE2]
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主に影響を受けるのは？

□議長

□ CM（委員会マネジャー）

☑ WG Convenor
□ Project Leader
□ Pメンバ国内委員会の事務局

ISO中央事務局による2023年版変更点紹介パワーポイント画像

2022年ISO版

変更の性質
☑明確化

WGでConvenorは
WG事務局に
サポートされてよい

画像出典 [SOURCE1]
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WG事務局（secretary）［1-1.12.1］

•コンビーナはWG事務局（secretary）に
サポートされてもよい（必要に応じて）

•WG事務局（secretary）の指名は
会員団体が確認しなければならない

→確認方法は、DP1で指定されていない

※２行目のSecretariesのS大文字は単純なDP1上のエディトリアルミス
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主に影響を受けるのは？

□議長

☑ CM（委員会マネジャー）

□ WG Convenor
□ Project Leader
☑ Pメンバ国内委員会の事務局

ISO中央事務局による2023年版変更点紹介パワーポイント画像

変更の性質
☑明確化
☑厳格化WGをPWIのために

新設してはならない

画像出典 [SOURCE1]
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予備段階（PWI: Preliminary Work Item）
［1-2.2］

時期尚早の案件を予備的に業務項目に入れる

投票したPメンバーの単純過半数の賛成で登録

 3年以内にNPに進まなければ廃止

PWI段階は、NPの推敲・Outline作成または
最初のドラフトの作成に使うことができる

PWIのために新しいWGまたはJWGの設立は不可

PWIはWGでなくAd hoc groupでも検討可能
※WGの再設立も不可

[SOURCE2]

［1-1.12.1］
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主に影響を受けるのは？

□議長

☑ CM（委員会マネジャー）

☑ WG Convenor
□ Project Leader
☑ Pメンバ国内委員会の事務局

ISO中央事務局による2023年版変更点紹介パワーポイント画像

変更の性質
☑明確化
☑厳格化

WG国際会議へのゲスト招待２回まで

画像出典 [SOURCE1]
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WG会議へのゲスト［1-1.12.2］

•コンビーナが、そのWGに関連する専門知識を
持つゲストを、会議2回まで招待してよい

•手順：そのゲストの会員団体に会議前にCS経由
で（国際幹事/委員会マネジャーにCC）招待を
通知 （実行責任者はコンビーナ）

•継続的な会議参加が必要な場合，そのゲスト
はエキスパートになるのが望ましい

※このルールは、ad-hoc group, advisory group,subgroupにも適用されるというCS解釈

[SOURCE2]
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主に影響を受けるのは？

□ 議長

☑ CM（委員会マネジャー）

□ WG Convenor
□ Project Leader
□ Pメンバ国内委員会の事務局

ISO中央事務局による2023年版変更点紹介パワーポイント画像

変更の性質
☑ 明確化
☑ 時代遅れルール変更委員会マネジャーは

翻訳版同等性に責任をもちません

画像出典 [SOURCE1]
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幹事国 (Secretariat)の責任［1-1.9.2］

分 類 業 務

a 文書対応
CDの準備、配布、コメント対応

DIS、FDIS回付テキストの準備、ISの準備

b
プロジェクト

管理

プロジェクト優先順位と目標期日の設定支援

コンビーナ、PLの名前・連絡先を中央事務局に連絡

期限を超過したプロジェクトの取消し、代替文書発行の提案

c 会議

議題、審議文書準備

決議事項の記録・文書化・議事録作成

TMB(TC)、親TC（SC)に報告書を提出

d 助言 議長、コンビーナ、プロジェクトリーダーに助言
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国際JDMT・DMTの作業

1. 記述と実状のずれを無くす
（時代・テクノロジー変化に合わせる）

2. 明確化

3. ルールの共通化を図る
Alignmentプロジェクト（ISO+IEC+JTC 1）

（Plain English も）
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主に影響を受けるのは？

□ 議長

☑ CM（委員会マネジャー）

□ WG Convenor
□ Project Leader
☑ Pメンバ国内委員会の事務局

ISO中央事務局による2023年版変更点紹介パワーポイント画像

変更の性質
☑ 明確化

パート（部）の提案であってもNP提案要

画像出典 [SOURCE1]
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提案段階
新業務項目提案（NP） ［1-2.3.1］

提案できる者
会員団体、幹事国、当該及び他のTC/SC
リエゾンメンバー、TMB（又はその諮問グループ）

事務総長

提案できる新規文書
IS、TS 又は PAS PASをもとにTSに変更するときはNPは不要

※2023:既存シリーズの新規パート（部）であっても、
新規の国際規格又はTSの場合、NPを回付しなければならない。

※PASは2022に削除
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主に影響を受けるのは？

□ 議長

☑ CM（委員会マネジャー）

□ WG Convenor
□ Project Leader
☑ Pメンバ国内委員会の事務局

ISO中央事務局による2023年版変更点紹介パワーポイント画像

変更の性質
☑ 明確化
☑ 厳格化

定期見直し後のForm21発行後に最終確認必要

画像出典 [SOURCE1]
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• 投票終了後，投票結果を反映した幹事国の提案はForm 
21を使って委員会のメンバーに回付しなければならない

• Form 21の回付後8週間以内に, メンバーから異議が

• いずれの場合も，幹事国は委員会の最終決定を
ISO 中央事務局に提出しなければならない

定期見直し後の手順

[SOURCE2]
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主に影響を受けるのは？

□ 議長

☑ CM（委員会マネジャー）

□ WG Convenor
□ Project Leader
☑ Pメンバ国内委員会の事務局

ISO中央事務局による2023年版変更点紹介パワーポイント画像

変更の性質
☑ 明確化

PAS開始方法の明確化

画像出典 [SOURCE1]
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主に影響を受けるのは？

ISO中央事務局による2023年版変更点紹介パワーポイント画像

□ 議長

☑ CM（委員会マネジャー）

□ WG Convenor
□ Project Leader
☑ Pメンバ国内委員会の事務局

変更の性質
☑ 明確化
☑ 厳格化

画像出典 [SOURCE1]
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３種類a)b)c)のＰＡＳ [1-3.2.1]

a) 完全なISを開発する前の、委員会による予備的
な文書

b) 外部組織からの既存発行済文書の採用
（IECにおいては外部組織との二重ロゴでの発行となる）

c) 非承認となった照会又は承認投票文書を
2.6.4及び2.7.7記載に従い、PASの形で発行

早すぎ
PAS

挫折PAS

外部

既存文書
PAS

※開始に委員会決議が必要

※議長判断でDPAS回付から可能

※開始に委員会決議は不要

いわば・・・

委員会は，緊急の市場ニーズがある以下のような場合に，
下記のいずれかのタイプのPASを発行することを決定してもよい
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性質 normativeもinformativeも Informativeのみ

文書 IS TS PAS TR
開始
方法 NP NP

a) 決議

b) 議長決定

c) 非承認投票後決定
決議

開始
承認
条件

(投票Pメンバーの
承認数）

2/3以上
4または5か国
以上の参加

2/3以上
4または5か国
以上の参加

単純過半数 単純過半数

発行後初
回見直し

5年後 3年後 3年後

寿命 無制限 6年(推奨） 6年以降廃止 無制限

各文書初版の開始方法・承認条件・見直し

※他の文書に変換されなければ

2.9.1委員会は，定期見直しと定期見直しの間の期間いつでも，既存文書の改訂を開始する決議を採択してもよい
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主に影響を受けるのは？

□ 議長

☑ CM（委員会マネジャー）

□ WG Convenor
□ Project Leader
☑ Pメンバ国内委員会の事務局

ISO中央事務局による2023年版変更点紹介パワーポイント画像

変更の性質
□ 明確化

画像出典 [SOURCE1]
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JWGは複数のWGがJointすることではなく 複数のCommitteeが１つのWGを作ること

Joint Working Groups (JWG)への誤解

覚え方：ISO内の組織には同階層組織を作る権限はない

誤 正
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JWGは

 ISO委員会間

 IEC委員会間

 ISO委員会とIEC委員会間に
設置することができる

 JTC1（とそのSC)は使用する投票サーバが
ISOとIECのどちらのものかによって
ISOとIECのどちらの委員会として扱うかが決まる

どんな組み合わせパターンがあり得るか。
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主に影響を受けるのは？

ISO中央事務局による2023年版変更点紹介パワーポイント画像

変更の性質
☑ 明確化
☑ 周知調整要

□ 議長

☑ CM（委員会マネジャー）

□ WG Convenor
□ Project Leader
☑ Pメンバ国内委員会の事務局

画像出典 [SOURCE1]

JWGで作った文書の投票の明確化
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投票の回付 比較
左：委員会が同一の機関に所属の場合 右：委員会の所属機関が異なる場合

回付
回数

ISOの

委①

（管理責任
をもつ委員

会）

ISOの

委②

NP 管理（1回） 回付 ―
CD 両方（2回） 回付 回付

DIS 管理（1回） 回付 ―
FDIS 管理（1回） 回付 ―

回付
回数

ISOの

委①

（管理責任
をもつ委員

会）

IECの

委②

NP 両方（2回） 回付 回付

CD 両方（2回） 回付 回付

DIS 両方（2回） 回付 回付

FDIS 両方（2回） 回付 回付

※1: NP不要の文書（PAS・TR)については決議
※2: DIS・FDISは、委員会内ではなく、機構全体に回付
※3: DIS・FDISでは、国代表団体は
すべての国内委員会の投票ポジションを1つに定めることが要求される

[1-1.12.7]

※1
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一方又は両方の機関で投票が非承認の場合

委員会は箇条2.6 及び2.7に従って次のステップ
について合意に達するよう努めなければならない

合意に達しない場合は，各委員会が
プロジェクトの進め方を決定しなければならない

照会段階・承認段階で
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主に影響を受けるのは？

□ 議長

☑ CM（委員会マネジャー）

□ WG Convenor
□ Project Leader
☑ Pメンバ国内委員会の事務局

ISO中央事務局による2023年版変更点紹介パワーポイント画像

変更の性質
□ 明確化
□ 周知調整要

画像出典 [SOURCE1]

Co-convenorはいつ任命してもよい
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共同コンビーナ（co-convenor)という役職

共同コンビーナ（co-convenor)という役職は
通常のWGには無く、JWGにしか存在しない
（2023年現在）

任命には投票が必要
（会議での決議またはCIB）

※またはTwinningにしか

画像出典 [SOURCE2]2023-05-10_Webinar on DP1_Q&A_V.2

53

© 2023 JSA



Joint Working Groups (JWG) 設立時合意事項

 管理責任をもつ委員会をどちらにするか？

 コンビーナは1人？または各委員会から共同コンビーナ（co-
convenor）を任命？（共同コンビーナは設立後の任命でもよい）

 コンビーナは（業務を整理し会議を予定するため）すべてのエキ
スパートのコンセンサスを求めなければならない

 JWG の構成員
（参加資格：Pメンバー，カテゴリーAリエゾン及びCリエゾン）

 各委員会からのエキスパートは、人数を同数に制限してよい

[1-1.12.7]
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Joint Working Groups (JWG)

 複数のISO及び/又はIECの委員会が利害関係をもっている
特定の任務を行うために設立してもよい

 すべてのタイプの文書を作成可能（TS,PAS,TR含む：2023版で明確化）

 管理責任を負う委員会を1つ決める

 コンビーナは、JWGに1名でも、または
各委員会からそれぞれ共同コンビーナを任命するのでもよい

 コンビーナは業務を整理し会議を予定するために
すべてのエキスパートのコンセンサスを求めなければならない

[1-1.12.7]
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 管理責任を負う委員会の業務（義務）は？

JWGの管理責任を負う委員会の任務

 業務計画にそのプロジェクトを記載

 CD,DIS,FDISの原案作成

 コメント対応の責任（通常はそのJWGが対応）

 出版物のメンテナンス

 関連文書（議事録、ドラフト等）をJWGに参加する全委員会に送付

“Committee with the administrative responsibility”

[1-1.12.7]

 どのDirectivesを使うか？
→管理責任を負う委員会が所属する組織のDirectives

(Supplementも含む）

56

© 2023 JSA


	00_導入オリエンテーション_6min
	ISO/IEC Directives Part1及びISO補足指針 2023年の改訂ポイント
	ISO/IEC Directives, Part 1 と ISO Supplement
	JDMT・DMT
	Directives入手方法
	CSのサポート文書（FAQや解釈）
	画像出典https://www.iso.org/resources/publicly-available-resources.html?t=WUVrVhPZuNUWOMg3vDDEMtSXlnpXmCcf-uCF7yTBb5m5S1dluyxJSlZF-YqCt88D&view=documents#section-isodocuments-top
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライドの見方
	説明方法
	説明の順番と時間配分

	01_前半PメンバーとWG_15minr
	前半　約15分
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	主に影響を受けるのは？
	 ［1-1.7.4］ Pメンバーが�投票や作業参加の義務を怠った場合
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	主に影響を受けるのは？
	Foreword f) 投票の原則
	主に影響を受けるのは？
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	中央事務局による解釈
	スライド番号 21
	主に影響を受けるのは？
	コンビーナ（Convenor）［1-1.12.1］
	主に影響を受けるのは？
	プロジェクトリーダー（Project Leader)という役職�［1-2.1.8,1-附C4.12.2］
	プロジェクトリーダー（Project Leader)任務
	主に影響を受けるのは？
	WG事務局（secretary）［1-1.12.1］
	スライド番号 30
	主に影響を受けるのは？
	安易に組織を作って空き箱だらけになるのを�避けるため？（CSのメンテが大変？）
	予備段階（PWI: Preliminary Work Item） �［1-2.2］
	予備段階（PWI: Preliminary Work Item） �［1-2.2］
	主に影響を受けるのは？
	WG会議へのゲスト［1-1.12.2］
	スライド番号 39

	02_後半CMとJWG_15min
	後半　約15分
	主に影響を受けるのは？
	幹事国 (Secretariat)の責任［1-1.9.2］
	削除された文章
	削除された文章
	スライド番号 6
	国際JDMT・DMTの作業
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	あと変更点は残り6つ
	主に影響を受けるのは？
	提案段階�新業務項目提案（NP） ［1-2.3.1］
	主に影響を受けるのは？
	定期見直し後の手順
	主に影響を受けるのは？
	主に影響を受けるのは？
	３種類a)b)c)のＰＡＳ　[1-3.2.1]
	３種類a)b)c)のＰＡＳ　[1-3.2.1]
	各文書初版の開始方法・承認条件・見直し
	主に影響を受けるのは？
	Joint Working Groups (JWG)への誤解
	JWGは
	主に影響を受けるのは？
	投票の回付　比較　　
	一方又は両方の機関で投票が非承認の場合
	主に影響を受けるのは？
	共同コンビーナ（co-convenor)という役職
	Joint Working Groups (JWG) 設立時合意事項　　
	Joint Working Groups (JWG)
	JWGの管理責任を負う委員会の任務
	スライド番号 40




